
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年６月 

環境園芸だより ６月号 

収穫前の大切な時期です 

芽掻き、整枝、誘引、追肥、消毒と管理が続きます 

おいしい野菜がたくさん採れますように！ 

ナ ス 

側枝の花のすぐ上の葉１枚を残し

て先を切ります。花の下の脇芽は

主枝に近い１本を残して落とします 

レタス カボチャ 

１９日、２６日レタスの収穫です 

私たちが育てたレタス、 

おいしかったぁ～ 

５日に蔓引き（ムズカシィ～） 

２６日に玉返し、カボチャマットを

敷きました 

脇芽掻きは最後まで続けます。 

主枝（つる）が伸びてきたら、ずり 

下げるように誘引します 

ミニトマト 

 除草  野菜作りに草取りは必須作業です（雑草が一番元気です） 

ネギの定植  薬味、サラダ、焼きネギに鍋物等々、なに作ろう！ 病気や害虫の被害を防ぐため、農薬の使用基準に従って散布します 

・家の野菜。今までは育ちが悪く、虫もついて収穫できず終わっていた

が、今年は青々していて、とても楽しみです。受講して本当に良かった。 

・１週間での成長の速さには本当に驚かされます。虫がつきやすいものと

全然虫がつかないものがあることも初めて知りました。面白いですね。カ

ボチャは本当に大きくなっていました。 

・いつもいつも新しいことばかりで楽しみです。今回は蔓引きで孫蔓を除

去するのが難しかったです。また、レタスの収穫も自分たちが育てた野

菜としてありがたくいただく。大変おいしかったです。 

・今日もた～くさん頭を使いました。カボチャ子蔓３本を確認。その蔓を

右側に。なかなか思った通りに蔓が動かない。動かせなくて大変でした。

度胸が必要！とは言いつつ…。習う。学ぶことが毎回多い。楽しい♪。

どんどんチャレンジ♪。 

 
・ナス、トマトの脇芽は、間違えずにとることができました。カボチャの蔓引きはまだよく

わからない。１週間たつと成長が大きく、とても収穫が楽しみです。 

スーパーで買ってきたネギを畑に植えてみました。食べられるようになるか？こちらも

楽しみです。 

・受粉は蜂の役目と思っていましたが、確実に実をつけるためには人の手が必要であ

ることを学びました。大切なポイントは“朝の時間”を忘れないように！（カボチャ） 

・ネギの育て方を参考に家の苗を植えてみます。カボチャの蔓引き、子蔓の処理は難

しいです。 

・前回よりナスの手入れが分かった。でも、まだまだ時間がかかる。サクッとみて、でき

るようになるのが目標！ 

・わかっていたつもりだったのに、ナスの一枝一果は、ますますわからなくなってしまっ

た。今日もこの点を中心に実習したい。 

・整枝の方法が、だんだんわかってきました。今後も間違えないように講義をきちんと

頭の中で整理できるように頑張ります。 

・ナスの整枝の管理作業が難しかったが、理解できたと思う。庭で育てているナスで

実践してみたい。カボチャの実の下にシート（座布団みたいな）を敷いたのは初めての

経験で驚いた。ナス、ピーマン、レタス、ミニトマトがそれぞれ立派にたくましく育ってい

て、収穫できてうれしかったです。毎回新鮮でとても楽しみに参加しています。 


